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高砂水素パークを活用した
水素技術実証の取り組み

Part of this presentation includes development results from the National Laboratory 

New Energy and Industrial Technology Development Organization (NEDO) program.
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1. ゼロエミッションに向けた
三菱重工の取り組み
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カーボンニュートラル社会実現に向け

革新的なエコシステムを構築する

カーボンニュートラル社会実現に向けた取り組み

2040年カーボンニュートラル宣言
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◼ CO2フリー水素・アンモニア市場確立のため、上流～下流まで幅広く、

社外とのパートナリング含め面を広げる戦略を推進

◼ これらの技術を元に、海外でのFEEDに参画し、事業性評価、事業化に向け推進

自社技術・製品 パートナリング

再エネ

原子力

水電解

H2

NH3

水素貯蔵

水素・アンモニア製造 輸送・貯蔵 利 用

天然ガス

コンプレッサ
(水素圧縮)

水素・アンモニアガスタービン

水素還元製鉄

燃料電池(SOFC)

水素ガスエンジン

アンモニア混焼ボイラー
触媒

プラズマ熱分解

メタン熱分解

FEEDへの参画（豪州南オーストラリア/独ハンブルク/英国等）

原子力
(高温ガス炉）

昇圧ポンプ
(液体水素)

高温水蒸気電解

一次エナジー

FEED：Front End Engineering Design（EPCの前段階として設計を通して技術的課題や概略費用などを検討）

CO2フリー水素・アンモニアバリューチェーンの取組み



© MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved.

2. 水素ガスタービンの開発状況
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石炭→高効率LNG

JAC形へ換装

2020 2030

IGCC: Integrated coal Gasification Combined Cycle
Base: 亜臨界圧石炭焚きボイラCO2排出量を基準

2030

CO2削減 火力の高効率化・高度化
CO2排出ゼロ技術

燃料転換による脱炭素化

JAC形 高効率GTCC(2020運開)

CO2回収 CCUS
(カーボンリサイクル)

高効率石炭火力
IGCC商用化

アンモニア・バイオマス
混焼ボイラー

-20%

-20% 石炭・LNG火力
+CCUS

-90%以上

水素ガスタービン開発

水素混焼・専焼ガスタービン

CO2ゼロ

アンモニア利用
ガスタービン開発

CO2ゼロ

JAC形 高効率ガスタービン開発

CO2排出量

-65%

Base

-20%
IGCC開発

ｱﾝﾓﾆｱ・ﾊﾞｲｵﾏｽ混焼

-90%以上
CCUS適用

アンモニア 水素専焼

CO2排出ゼロ技術の確立

蓄エネルギー

BESS拡販

JAC形: J Series Air Cooled Gas Turbine
GTCC: Gas Turbine Combined Cycle

BESS: Battery Energy Storage Systems
CCUS: Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage

2050
カーボン
ニュートラル

水素利用
SOFC

火力発電の脱炭素化ロードマップ
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”JAC” 

Gas Turbine

64%のCC効率 99.5%の信頼性

高効率 信頼性

-高圧力比圧縮機（25:1）

-強制空冷燃焼器

-先進TBCの超厚膜化

-累積運転時間：140万時間超

- 受注台数：83台、

- 商用運転中：46台
（Jシリーズ 2022年1月時点）

M701JAC (50Hz)

M501JAC (60Hz)

574MW / 840MW

435MW / 630MW

GT/CC

80%超の
コジェネレーション効率

1000万時間超の
運転実績

”H-25” 

Gas Turbine

高効率 信頼性

-シンプルサイクル

-コンバインドサイクル

-コジェネレーション

- 累積運転時間：

1100万時間超

-受注台数：190台
（2022年2月時点）

H-25 (60/50Hz) 41MW / 60MW

36.2%

54.0%

80.0%超

三菱パワーは、世界をリードする発電技術で水素社会の実現に貢献

GT/CC

ガスタービン技術
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* このプレゼンテーションは、NEDO事業による開発成果を含みます。（NEDO：新エネルギー・産業技術総合開発機構）
** DLN：ドライ式低NOx技術

燃焼方式
タービン入口温度

(°C)
スケジュール

水素含有量
(Vol%)

低NOx技術

既
存
技
術

開
発
中

Type 1:

拡散燃焼
1200~1400N2希釈

水/水蒸気添加
100%

Cogen/IGCC Magnum

水素焚き転換PJ

20271970

Type 2:

予混合燃焼 (DLN)
1600ドライ 30%

水素30%混焼

実圧試験完了

2018
DLN 
1982

Type 3:

マルチクラスター
(DLN)

1650ドライ 100%（目標）

工場実圧試験
完了目標

2025(3月)

大
型
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

既
存
技
術

開
発
中

H-25拡散燃焼器

H-25 

マルチクラスター

100%
1990

30%

製品開発完了
2016

水素30%混焼
実圧試験完了

2019

100%（目標）
2022

水素60％混焼

試験完了目標

2024

水素100%専焼

試験完了目標

IGCC
2017

水/蒸気噴射

ドライ

ドライ

中
小
型
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

多様な水素燃焼技術
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◼ Magnum Development社およびユタ州政府と共に、エネルギー貯蔵事業プロジェクトに取り組み中

◼ 米国インターマウンテン電力様は、当社水素焚きJAC型ガスタービン2台を選定

Compressors

Electrolyzers

Clean power 

generation

先進的クリーンエネルギー貯蔵事業

Hydrogen

storage

Compressed 

air storage

岩塩空洞への
エネルギー貯蔵

Expanders

H2 combustion 

turbines

Fuel cells

Flow batteries

Off-takers

電力

圧縮空気

水素

プロジェクトの位置関係

出典：LADWP Los Angeles Times

Los Angeles
●

Adelanto

Converter

Station
ARIZONA

UTAH

NEVADACALIFORNIA

OREGON IDAHO

インターマウンテン
発電所

Advanced 

Clean Energy 

Storage 

インターマウンテン
HVDC 500kVライン

Southern

Transmission

System

所在地

エネルギー貯蔵容量

米国（ユタ州）

150GWh

出力（CC）

ガスタービン機種

840 MW（2 GTCC）

M501JAC

1,000MW

Advanced Clean Energy Storageの内容

2025年(30%水素混焼)

2045年まで(水素専焼)
運転時期

（既設石炭火力発電所を廃止）

米国/Advanced Clean Energy Storageプロジェクト
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３．高砂水素パークについて
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水素技術の実証 –高砂製作所内発電設備での実運用 -
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出典:https://www.mhi.com/jp/news/220214.html

自社で“水素製造から発電までの技術を一貫して検証”できる体制を構築

水素貯蔵設備

水素発電実証設備
(大型ガスタービン)

水素製造設備
(メタン熱分解方式)

水素発電実証設備
(中小型ガスタービン)

燃焼器試験設備
(大型ガスタービン用)

水素製造設備
(SOEC)

全体最適エネルギーマネジメント

BESS

水素製造設備
(水電解方式)

水素発電実証設備「高砂水素パーク」を整備へ

水素配管
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水素貯蔵

Ⓐ 大型ガスタービン (450MW class)

Ⓑ 中小型ガスタービン (40MW class)

©-1,2 水素製造

2025 2030

建設工事
100%H2

リグテスト 30%H2 発電

100%H2 発電

年

【社会実装】米国ユタ州
世界最大(1GW)再エネ貯蔵
当社・水素焚きGTを供給

Advanced Clean Energy Storage PJ

◼ 2025年の商用化に向け、大型ガスタービンについては水素発電実証設備水素30%混焼発電を検証

◼ 中小型ガスタービンでの水素100％専焼実証も予定

2025年の商用化に向け高砂水素パークで水素燃焼を検証
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◼ 2018年に大型高効率ガスタービンでの予混合(DLN)燃焼技術による水素30％混焼試験に成功

◼ 今後、同設備にて中小型GTの水素専焼試験を実施予定

実圧燃焼試験設備
大型GT用燃焼試験シェル

(30vol%混焼)

燃焼空気 燃焼器燃料ライン

”H-25” 

Gas Turbine

圧縮機駆動用中小型GT

(100vol%専焼)

大型GTの混焼試験、及び中小型GTの専焼試験
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◼最新鋭の1650℃級JAC形ガスタービンは、世界最高クラスの
コンバインドサイクル発電効率64％以上を達成

◼実証発電設備（第二T地点）を活用して、水素混焼試験を計画

実証設備複合サイクル発電所（第二T地点）

世界最高クラスの発電効率

開発・設計～製造～実証の一貫体制

JAC形ガスタービン（64％超）

オングリッド実証発電設備

実証発電設備による大型ガスタービンの技術実証
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MHI Takasago Machinery Works T-point 2

H2Osakaビジョン推進会議

2022.3.30

三菱重工業
谷村聡

水素社会は未来の話ではありません。
もう始まっています。

ゼロエミッション社会に向けた
高砂水素パークを活用した水素技術実証の取り組み






